
二
~´ ~ニ
 ー    :・ ■ :こ

峯義  矢口  幸:庁  忌尋

朝鮮人労働者の故諄訪問

昭和20年に死亡の朴さん

大月町柏島で報告会

一
日
本

幡
多
高
校
生
ゼ
ミ

偏
錮
麒
翔
一地
域
ワ
イ
ド
は
Ｒ
眩
囃
一

【
宿
毛
】
平
和
や
人
権
に

関
す
る
地
域
史
を
掘
り
起
こ

し
、
日
韓
交
流
を
続
け
て
い

る

「
幡
多
高
校
生
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」

（
滝
本
未
来
会
長
、
十

二
人
）
が
こ
の
ほ
ど
、
幡
多

郡
大
月
町
柏
島
で
第
二
次
大

一

戦
末
期
に
事
故
死
し
た
朴
二

東
さ
ん
の
故
郷

・
韓
国
の
莞

島

（
ワ
ン
ド

）
を
訪
ね
た
報

告
会
を
開
い
た
。

朴
さ
ん
は
昭
和
二
十
年
に

柏
島
の
軍
道
工
事
中
の
事
故

で
死
亡
し
、
地
元
住
民
が
供

養
を
続
け
て
い
る
。
幡
多
ゼ

ミ
は
平
成
十
七
年
、
日
韓
合

同
で
柏
島
に
姜
養
の
自
然
石

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
製
作
一

韓

国
南
部
の
莞
島
つ
遺
ま
と
も

連
絡
が
取
れ
、
墓
参
り
が
実

現
し
て
い
る
。

幡
多
ゼ
ミ
は
さ
ら
に
交
流

を
深
め
よ
う
と
昨
夏
、
莞
島

を
訪
間
。
柏
島
で
朴
さ
ん
の

思
い
出
を
聞
き
取
り
調
査
し

朴さんの故郷を訪 ねた様子を報告す る幡多ゼ
ミの

メ ンバー (大月町柏 島 )

た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
娘
に
手

渡
し
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
石

を
韓
国
の
墓
一薄
」
供
え
た
。

報
告
会
に
な
朴
さ
ム
だ
つ

い
て
詳
し
い
二
十
代
の
整
霊

五
人
が
参

加
。
一轟
絞
〓
通

「
ず
し
り
と
し
た
〓
〓
一重
て

と
と
も
に
、
ヨ
十
Ｔ
分

一
二
ｔ

届
け
る
こ
と
が
で
き
た
一三
■

し
た
」
な
ど
と
報
告
こ
そ
二

上
で

「
朝
鮮
人
労
働
者
つ
蔓

を
地
域
の
方
と

一
緒
の
墓
地

に
建
て
、
ず

っ
と
供
養
し
て

い
る
の
は
異
例
」
と
強
調
し

た
。朴

さ
ん
が
生
前
、

「
柏
島

の
風
景
に
似
て
い
る
」
と
話

し
て
い
た
莞
島
の
写
真
を
見

せ
る
と
、
住
民
ら
は

「
本
当

に
柏
島
に
似
て
い
る
」
。
そ

の
後
、
軍
用
道
路
工
事
に
女

性
も
従
事
さ
せ
ら
れ
た
当
時

の
様
子
を
、
高
校
生
に
語
り

継
い
だ
。
　

（
早
崎
康
之
）


